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＊ 1   立正大学大学院心理学研究科対人・社会心理学専攻修士課程








































































































　労働観を測る尺度については、労働動機測定尺度（佐藤 ・ 広田 ,2003）をもとに、項目の削除と追加を行い、新たな尺
度を作成した。労働動機測定尺度は、44項目で、 9 つの下位尺度により構成されているが、下位尺度の項目数に偏りが
ある。そこで、項目数が 5 を超える下位尺度については、因子負荷量の低い項目を削除し、5 項目に収まるようにした。
また、項目数が 5 項目未満の下位尺度は、新たな項目を追加し、 5 項目となるようにした。さらに、生活のための金銭
を得るために働くという動機を想定し、項目を追加した。以上により、労働観を測る尺度は全50項目となった。回答形
式は、 5 件法とした。「とてもそう思う」を 5 点、「少しそう思う」を 4 点、「どちらともいえない」を 3 点、「あまりそ
う思わない」を 2 点、「全くそう思わない」を 1 点とし、得点化した。この尺度を、本研究では「新 ・ 労働動機尺度」と
呼称することとする。
　幸福感を測る尺度については、主観的幸福感尺度（伊藤 ・ 相良 ・ 池田 ・ 川浦 ,2003）を用いた。これは、WHO の SUBI
（Subjective Well-Being Inventory）をもとに、臨床診断を目的とするのではなく、心理的健康の個人差を測り、青年か
ら成人まで適用できる利便性の高い尺度として作成された。「人生に対する前向きな気持ち」「達成感」「自信」「至福感」
「人生に対する失望感」の 5 つの下位尺度がそれぞれ 3 項目、全15項目からなる。回答形式は 4 件法となっており、項目
ごとに選択肢の文言は異なっていて、それぞれ 1 ～ 4 点の得点を与える。ただし、下位尺度「人生に対する失望感」に






　新 ・ 労働動機尺度について、項目分析を行った。本尺度は 5 件法で、各項目の最小値が 1 、最大値が 5 である。した














平均値および標準偏差を Table 1 に示した。
因子1 因子2 因子3 因子4 因子5 因子6 因子7 平均値 標準偏差
自分の可能性を広げるため .853 .042 -.090 .005 -.093 .061 -.136 3.89 0.88
人間関係を広げるため .848 -.116 .059 -.011 -.124 -.052 .230 3.93 0.91
自分の能力を伸ばすため .672 .154 -.151 -.236 .213 .078 -.066 3.88 0.99
人間として成長するため .639 -.120 .146 .089 -.006 .085 -.010 4.02 0.90
多くの人と出会うため .595 .017 .116 -.048 -.029 -.064 .156 3.81 0.95
社会とつながり続けるため .590 -.057 -.093 .200 .282 -.011 -.108 3.75 1.08
自分に自信をつけるため .516 -.005 .019 .053 .023 .140 .107 3.60 1.08
自分のやりたいことを見つけるため .410 .267 .211 -.119 -.039 -.042 -.120 3.75 1.01
高い社会的地位を得るため -.004 .775 .043 .032 .012 .034 .108 2.74 1.18
人の上に立つため -.132 .750 .223 -.108 -.048 -.020 .006 2.42 1.20
名誉を得るため .226 .747 -.131 .094 -.038 -.078 -.009 2.72 1.12
人からうらやましがられたいから -.004 .700 -.147 .076 -.078 .152 .060 2.20 1.16
国を豊かにするため .117 .403 .187 .042 .122 -.035 -.082 2.34 1.22
誰かの助けになりたいため -.029 .095 .895 -.076 .019 .002 .004 3.54 1.09
人の役に立つため -.042 -.037 .802 .002 .117 -.019 -.139 3.75 1.09
人に喜んだもらいたいため .152 .004 .596 -.034 -.013 .105 .145 3.61 1.11
社会に貢献するため .235 -.057 .549 .110 .121 .033 -.031 3.46 1.16
人から必要とされたいから .216 .013 .491 .242 -.115 .035 .050 3.70 1.02
働かないと世間体が悪いから -.009 .011 -.086 .845 -.060 -.030 .046 3.35 1.22
社会の義務だから .114 .008 .193 .677 -.105 -.221 -.167 3.72 1.12
当たり前のことだから -.015 -.128 -.004 .628 .137 .166 -.098 3.81 1.01
働かないと、人から非難されるから -.156 .246 -.024 .620 .018 -.064 .123 2.86 1.27
親から仕事に就くように言われたため -.141 .280 -.009 .348 .141 .083 .067 2.45 1.11
生活保護を受けたくないため -.016 -.047 -.029 .303 .070 .158 .271 2.97 1.39
親孝行をするため .001 .012 .137 -.088 .865 -.119 -.025 3.69 1.07
親を安心させるため .126 -.071 -.107 .070 .853 -.076 .105 3.83 1.05
家族を養うため -.216 -.054 .235 .062 .550 .162 .085 3.80 1.18
働くことが楽しいから .143 -.013 .065 -.093 -.057 .849 -.002 3.34 1.15
仕事そのものが好きだから .105 -.066 .069 .025 -.120 .787 .030 3.06 1.20
働くことが生きがいだから .005 .227 -.050 -.013 .085 .651 -.158 2.90 1.22
金持ちになるため .077 .077 .020 -.154 .095 -.076 .915 3.40 1.19































因子1 因子2 因子3 因子4 因子5 因子6 因子7
因子1：自己実現 ――
因子2：社会的地位 .414 ――
因子3：社会貢献 .579 .268 ――
因子4：社会的義務 .228 .424 .273 ――
因子5：家族孝行 .421 .341 .467 .512 ――
因子6：やりがい .599 .388 .532 .179 .346 ――














自己実現 3.83 0.98 0.88
社会的地位 2.48 1.17 0.84
社会貢献 3.61 1.10 0.89
社会的義務 3.19 1.20 0.79
家族孝行 3.77 1.10 0.82
やりがい 3.10 1.19 0.87











自己実現 社会的地位 社会貢献 社会的義務 家族孝行 やりがい 経済的向上
.39** .13 .28** .03 .27** .33** -.12
**p<.01
Table ４ 　各因子得点と主観的幸福感の相関係数
　因子得点と主観的幸福感得点の相関係数について、学年別に算出したものを Table 5 に示した。これを見ると、 2 年
生（70名）では、社会貢献、家族孝行、やりがいと 1 ％水準、自己実現と 5 ％水準で有意な正の相関がみられた。 3 年
生（76名）では、自己実現と 1 ％水準、やりがいと 5 ％水準で有意な相関がみられた。 4 年生（14名）では、自己実現、
社会貢献と 1 ％水準、やりがいと 5 ％水準で有意な相関がみられた。
自己実現 社会的地位 社会貢献 社会的義務 家族孝行 やりがい 経済的向上
２年 .24* .02 .32**   .02 .31** .31** -.25
３年 .45** .14 .10 -.03 .19 .27* -.12
４年 .62** .39 .69**   .23 .40 .59*   .45
**p<.01,*p<.05
Table ５ 　各因子得点と主観的幸福感の相関係数（学年別）
　因子得点と主観的幸福感得点の相関係数について、男女別に算出したものを Table 6 に示した。これを見ると、男性
（47名）では、いずれも有意な相関は見られなかった。女性（114名）では、自己実現、社会貢献、家族孝行やりがいと
1 ％水準、社会的地位と 5 ％水準で有意な相関がみられた。
自己実現 社会的地位 社会貢献 社会的義務 家族孝行 やりがい 経済的向上
男性 .24 .08 .13 -.03 .24 .20 -.26
女性 .47** .23* .36**   .06 .29** .37** -.03
**p<.01,*p<.05
Table ６ 　各因子得点と主観的幸福感の相関係数（男女別）
　因子得点と主観的幸福感得点の相関係数について、勤労経験別に算出したものを Table 7 に示した。これを見ると、
現在働いている人（12８名）は、自己実現、社会貢献、家族孝行、やりがいと 1 ％水準、社会的地位と 5 ％水準で有意な
相関がみられた。働いたことはあるが現在は働いていない人（23名）、まだ働いたことがない人（11名）は、いずれも有
意な相関は見られなかった。
自己実現 社会的地位 社会貢献 社会的義務 家族孝行 やりがい 経済的向上
現在、働いている .43** .19* .32**   .06 .25** .34** -.09
働いたことはあるが、
現在は働いていない
  .40  .18 .14 -.23 .22 .33 -.25









変数 標準偏回帰係数 単相関係数 平均値
自己実現   .31**   .39** .00
社会的地位  .01  .13 .00
社会貢献 -.11   .28** .00
社会的義務 -.09  .03 .00
家族孝行   .22*   .27** .00
やりがい  .12   .33** .00
経済的向上  -.19* -.12 .00
**p<.01, *p<.05
Table ８ 　幸福感に対する重回帰分析の結果（全体）
　次に、同様の重回帰分析を男女別に行った。解析は強制投入法による。男性の結果を Table 9 、女性の結果を Table10
に示す。男性は、経済的向上と 5 ％水準で有意の負の係数、社会貢献と10％水準で有意傾向の負の係数、家族孝行と10％
水準で有意傾向の正の係数を示した。女性は、自己実現と 1 ％水準で有意の正の係数を示した。
変数 標準偏回帰係数 単相関係数 平均値
自己実現  .26  .24 -.15
社会的地位 -.04  .08  .25
社会貢献  -.48†  .13 -.05
社会的義務 -.06 -.03 -.01
家族孝行   .43†  .24  .02
やりがい  .23  .20 -.18
経済的向上 -.44* -.26  .08
*p<.05, †p<.10
Table ９ 　幸福感に対する重回帰分析の結果（男性）
変数 標準偏回帰係数 単相関係数 平均値
自己実現   .35**   .47**  .06
社会的地位  .06  .23* -.10
社会貢献  .02   .36**  .02
社会的義務 -.15  .06  .01
家族孝行  .18   .29** -.01
やりがい  .05   .37**  .07






























の因子は、 2 年生と 3 年生ではあまり変わらないが、 4 年生になると高くなった。これは、学年が上がって、就職活動
が近づいたり、実際に就職活動を行ううちに、働くことの意味を考え始め、それが実際の生活と結びつけて考えるよう
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